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(57)【要約】
【課題】シート本体をフロア面に対して幅方向に移動さ
せる機構を用いて、シート本体を旋回方向に回転移動さ
せてその着座姿勢の向きを変えられるようにする。
【解決手段】シート本体１は固定プレート２０によって
支持されている。固定プレート２０はベースプレート１
０上に互いに連動回転可能に噛合して設けられた大ギヤ
３０と小ギヤ４０とにそれぞれ連結されて支持されてい
る。固定プレート２０の各連結点であるボルトピンＰａ
，Ｐｂは、大ギヤ３０及び小ギヤ４０の各回転中心軸に
対する半径方向或いは周方向の相対的な寸法位置関係が
互いに異なるように設定されている。大ギヤ３０及び小
ギヤ４０が互いの噛合構造によって互いに相反する方向
に連動回転することにより、各連結点がそれぞれの回転
運動方向に移送されてシート本体１がフロア面Ｆに対し
て旋回方向に回転移動したり幅方向に移動したりする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着座部となるシート本体がフロア面上に正面を向いて配設された乗り物用シートであっ
て、
　前記シート本体は、フロア面上に設置された支持ベース上を該フロア面に対して水平方
向に移動可能に配設されたシート支持部材によって支持されており、
　該シート支持部材は、前記支持ベース上に互いに連動回転可能に噛合して設けられた第
１の歯車部材と第２の歯車部材とにそれぞれ連結されて支持されており、
　該シート支持部材の各歯車部材に対する連結点は該各歯車部材の回転中心軸に対する半
径方向或いは周方向の相対的な寸法位置関係が互いに異なるように設定されており、該各
歯車部材が互いの噛合構造によって互いに相反する方向に連動回転することにより、該各
歯車部材と前記シート支持部材との連結点が各歯車部材の回転運動方向にそれぞれ移送さ
れて前記シート本体がフロア面に対して旋回方向に回転移動したり幅方向に移動したりす
るようになっていることを特徴とする乗り物用シート。
【請求項２】
　請求項１に記載の乗り物用シートであって、
　前記第１の歯車部材は、第２の歯車部材よりもピッチ円径が大きく形成されていること
を特徴とする乗り物用シート。
【請求項３】
　請求項２に記載の乗り物用シートであって、
　前記第１の歯車部材と前記第２の歯車部材は互いに前後方向に並べて配設されており、
　前記シート支持部材は、ピッチ円径の大きい第１の歯車部材に対しては回動可能に軸支
連結されており、ピッチ円径の小さい第２の歯車部材に対しては各歯車部材の連動回転に
伴なう連結点間寸法の変化を吸収できるように該連結点間を結ぶ直線方向にスライド移動
可能に連結されていることを特徴とする乗り物用シート。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の乗り物用シートであって、
　前記シート支持部材と前記各歯車部材との連結構造は、該各歯車部材の連動した回転運
動に伴なって先ず前記シート支持部材の前部或いは後部の一方が他方よりも幅方向の一方
に大きく移動して、その後の更なる回転運動の進行によって該シート支持部材の前部と後
部とがそれぞれ幅方向に並ぶ位置まで移動する構成となっていることを特徴とする乗り物
用シート。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗り物用シートに関する。詳しくは、着座部となるシート本体がフロア面上
に正面を向いて配設された乗り物用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両用シートにおいて、これを車両の前後方向に加え、車両の幅方向にもスライ
ド移動させられるようにした技術が知られている。例えば、下記特許文献１には、車両用
シートの前後方向のスライド移動先に車体側部から出っ張ったタイヤハウスが障害物とし
て設けられており、車両用シートを幅方向にスライド移動させることでこの障害物との干
渉を回避できるようにした技術が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１８１３９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかし、上記開示の従来技術では、車両用シートを幅方向に移動させる機構は、着座部
となるシート本体の姿勢向きを変えることなくこれを幅方向に移動させるようになってい
る。そこで、例えば、この幅方向に移動させる機構を用いてシート本体の姿勢向きを乗降
ドア側に向けられるようにすれば、着座者が通常の着座姿勢状態で車外の景色を楽しめる
ようになり好適である。
【０００５】
　本発明は、上記した問題を解決するものとして創案されたものであって、本発明が解決
しようとする課題は、シート本体をフロア面に対して幅方向に移動させる機構を用いて、
シート本体を旋回方向に回転移動させてその着座姿勢の向きを変えられるようにすること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の乗り物用シートは次の手段をとる。
　先ず、第１の発明は、着座部となるシート本体がフロア面上に正面を向いて配設された
乗り物用シートである。シート本体は、フロア面上に設置された支持ベース上をフロア面
に対して水平方向に移動可能に配設されたシート支持部材によって支持されている。シー
ト支持部材は、支持ベース上に互いに連動回転可能に噛合して設けられた第１の歯車部材
と第２の歯車部材とにそれぞれ連結されて支持されている。シート支持部材の各歯車部材
に対する連結点は、各歯車部材の回転中心軸に対する半径方向或いは周方向の相対的な寸
法位置関係が互いに異なるように設定されている。各歯車部材が互いの噛合構造によって
互いに相反する方向に連動回転することにより、各歯車部材とシート支持部材との連結点
が各歯車部材の回転運動方向にそれぞれ移送されて、シート本体がフロア面に対して旋回
方向に回転移動したり幅方向に移動したりするようになっている。
　この第１の発明によれば、支持ベース上に噛合状態で設けられた各歯車部材が連動回転
することにより、各歯車部材とシート支持部材との連結点が各回転方向に移送される。こ
のとき、シート支持部材の各連結点は、各歯車部材の回転中心軸に対して相異する回転運
動奇跡を描きながら、フロア面に対して前後方向や幅方向に移送される。これにより、シ
ート本体が、フロア面に対して旋回方向に回転移動したり幅方向に移動したりする。
【０００７】
　次に、第２の発明は、上述した第１の発明において、第１の歯車部材は、第２の歯車部
材よりもピッチ円径が大きく形成されている。
　この第２の発明によれば、ピッチ円径が小さい第２の歯車部材は、ピッチ円径が大きい
第１の歯車部材よりも角速度が大きくなる。したがって、シート支持部材の第２の歯車部
材との連結点は、第１の歯車部材との連結点よりも速い角速度で回転運動するようになる
。
【０００８】
　次に、第３の発明は、上述した第１又は第２の発明において、第１の歯車部材と第２の
歯車部材は、互いに前後方向に並べて配設されている。シート支持部材は、ピッチ円径の
大きい第１の歯車部材に対しては回動可能に軸支連結されている。そして、シート支持部
材は、ピッチ円形の小さい第２の歯車部材に対しては、各歯車部材の連動回転に伴なう連
結点間寸法の変化を吸収できるように、これら連結点間を結ぶ直線方向にスライド移動可
能に連結されている。
　この第３の発明によれば、各歯車部材が連動回転することにより、各歯車部材とシート
支持部材との連結点間寸法が変化する。しかし、この連結点間寸法の変化は、シート支持
部材が第２の歯車部材との連結点をスライド移動させる動きによって吸収される。このと
き、シート支持部材は、ピッチ円径の大きい第１の歯車部材に対する連結点を基点として
、ピッチ円径の小さい第２の歯車部材との連結点をスライド移動させる。これにより、シ
ート支持部材は、角度変動の大きい第２の歯車部材との連結点から受ける前後方向の動き
を吸収し、第１の歯車部材との連結点を基点にその前後位置を変動させるようになる。
【０００９】
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　次に、第４の発明は、上述した第１から第３のいずれかの発明において、シート支持部
材と各歯車部材との連結構造は、各歯車部材の連動した回転運動に伴なって、先ずシート
支持部材の前部或いは後部の一方が他方よりも幅方向の一方に大きく移動して、その後の
更なる回転運動の進行によってシート支持部材の前部と後部とがそれぞれ幅方向に並ぶ位
置まで移動する構成となっている。
　この第４の発明によれば、シート支持部材は、各歯車部材の連動回転によって、先ず、
その前部或いは後部の一方が幅方向の一方に大きく移送されてフロア面に対して旋回回転
する。そして、シート支持部材は、各歯車部材の更なる回転の進行によって、その前部と
後部とがそれぞれ幅方向に並ぶ位置まで移送されてフロア面に対して幅方向に移動した状
態となる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は上述した手段をとることにより、次の効果を得ることができる。
　先ず、第１の発明によれば、連動回転可能に互いに噛合状態で設けられた各歯車部材に
対し、各回転中心軸に対する半径方向或いは周方向の相対的な寸法位置関係が互いに相異
するようにシート支持部材をそれぞれ連結した構成としたことにより、シート本体をフロ
ア面に対して幅方向に移動させる機構を用いて、シート本体を旋回方向に回転移動させて
その着座姿勢の向きを変えられるようにすることができる。
　更に、第２の発明によれば、各歯車部材のピッチ円径を互いに相異させたことにより、
シート支持部材との各連結点をそれぞれ前後方向や幅方向に異なる動きで運動させること
ができる。
　更に、第３の発明によれば、ピッチ円径の小さい第２の歯車部材がシート支持部材との
連結点を速い角速度で小刻みに前後移動させる動きを吸収できる構成としたことにより、
シート本体を滑らかに旋回回転させたり幅方向に移動させたりすることができる。
　更に、第４の発明によれば、各歯車部材を連動回転させる一連の操作によってシート本
体を旋回方向に回転移動させた状態と幅方向に移動させた状態とに切換えることができる
ため、かかる操作を簡便に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態の実施例について、図面を用いて説明する
。
【実施例１】
【００１２】
　始めに、実施例１の乗り物用シートの構成について、図１～図６を用いて説明する。
　ここで、図１には、本実施例の乗り物用シートの概略構成が斜視図によって示されてい
る。この乗り物用シートは、自動車の座席用シートとして配設されており、同図の実線で
示されるようにシート本体１が車両正面を向いた状態でフロア面Ｆ上に設置されている。
したがって、この状態では、シート本体１に着座した着座者の姿勢向きも車両正面を向く
ようになっている。
　このシート本体１は、背凭れ部となるシートバック２と、着座部となるシートクッショ
ン３と、頭部を支持するヘッドレスト４と、を有する。そして、シート本体１とフロア面
Ｆとの間には、シート本体１をフロア面Ｆに対して水平に旋回回転させることのできる旋
回機構５が設けられている。この旋回機構５は、図２に示されるように、フロア面Ｆに対
して水平に連動回転する大ギヤ３０及び小ギヤ４０の２個の歯車部材を備えて構成されて
おり、常時はその回転運動がロックされてシート本体１を車両正面に向けた姿勢状態に保
持している。ここで、大ギヤ３０が本発明の第１の歯車部材に相当し、小ギヤ４０が本発
明の第２の歯車部材に相当する。
　そして、この旋回機構５は、シート本体１に設けられた図示しない操作部材の解除操作
を行うことにより、上記のロック状態が解除されるようになっている。これにより、シー
ト本体１の姿勢保持された状態が解除され、シート本体１を車両正面から旋回方向に回転
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移動させることができるようになる。
【００１３】
　このシート本体１を旋回回転させる操作は、シート本体１に着座した着座者が、フロア
面Ｆ上に接地させている脚部を支点にして体を左右に振ることによって操作を行うことが
できる。
　具体的には、図１に示されるように、着座者が車両外側（乗降ドア側）となる図示向か
って右側に体を振ると、シート本体１はその前部が体を振った車両外側方向に移送されて
旋回回転する。これにより、シート本体１の姿勢向きを乗降ドア側に向けることができ、
着座者が通常の着座姿勢状態で乗降ドア側から車外の景色を楽しむことができるようにな
る。
　また、上記とは逆に、着座者が車両内側となる図示向かって左側に体を振ると、シート
本体１はその前部が体を振った車両内側方向に移送されて旋回回転する。これにより、シ
ート本体１の姿勢向きをこれと隣り合う隣席シート側に向けることができ、隣席シートの
着座者とのコミュニケーションをとり易くすることができるようになる。
　そして、上記シート本体１が車両内側に向けられた状態から、着座者が更に車両内側に
体を振ると、シート本体１は次にはその後部も体を振った方向に移送される。これにより
、シート本体１は、その姿勢向きが車両正面向きに戻されるとともに、全体が体を振った
方向に移送された状態となる。
【００１４】
　以下、上記した旋回機構５の構成について詳しく説明する。
　この旋回機構５は、図２に示されるように、フロア面Ｆ上に固定設置された平板状のベ
ースプレート１０上に、シート本体１を旋回方向に回動操作することのできる大ギヤ３０
及び小ギヤ４０がそれぞれ前後方向に並べられて軸支連結された構成となっている。これ
ら大ギヤ３０及び小ギヤ４０は、互いに連動回転可能に噛合した状態で設けられており、
常に互いに相反する回動方向に回転運動するようになっている。そして、これら大ギヤ３
０及び小ギヤ４０には、シートクッション３の下面部に固定設置された平板状の固定プレ
ート２０が連結されている。ここで、固定プレート２０が本発明のシート支持部材に相当
し、ベースプレート１０が本発明の支持ベースに相当する。
　この固定プレート２０は、大ギヤ３０及び小ギヤ４０が連動回転する動きに伴なって、
各連結部がそれぞれの回転方向に移送されるようになっている。これにより、固定プレー
ト２０に支持されたシート本体１が、フロア面Ｆに対して旋回方向に回動操作されたり幅
方向に移動操作されたりするようになっている。
　そして、更に、ベースプレート１０上には、大ギヤ３０の回転運動をロックしたりロッ
クを解除したりすることのできるロック部材５０が配設されている。
【００１５】
　ここで、前述した大ギヤ３０は、ベースプレート１０上に固定設置されたボルトピンＰ
ａによって、ベースプレート１０上に回動可能に軸支連結されている。そして、このボル
トピンＰａの先端部にはナットＯａが締結されており、大ギヤ３０がベースプレート１０
に対して抜け止めされている。そして、この大ギヤ３０の板面上には、ボルトピンＱａが
固定設置されている。
　このボルトピンＱａは、固定プレート２０に形成された板厚方向に貫通した孔２１内に
下面側から挿通されており、その先端部がナットＲａに締結されている。これにより、固
定プレート２０が大ギヤ３０に対して回動可能に軸支連結された構成となっている。
【００１６】
　そして、小ギヤ４０は、ベースプレート１０上に固定設置されたボルトピンＰｂによっ
て、ベースプレート１０上に回動可能に軸支連結されている。そして、このボルトピンＰ
ｂの先端部にはナットＯｂが締結されており、小ギヤ４０がベースプレート１０に対して
抜け止めされている。この小ギヤ４０は、外歯４１Ｇを有した円板状の歯車部４１と、こ
の歯車部４１よりも径の大きい円板状の台座部４２とが板厚方向に積層された一体型形状
の部品として形成されている。
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　ここで、図３に示されるように、歯車部４１は、そのピッチ円径が大ギヤ３０のピッチ
円径よりも小さく形成されており、大ギヤ３０の後方側の位置でその外歯４１Ｇを大ギヤ
３０の外歯３１Ｇと噛合させた状態で設けられている。これにより、このピッチ円径の小
さい歯車部４１を有した小ギヤ４０が、ピッチ円径の大きい大ギヤ３０よりも速い角速度
で回転運動するようになっている。
　そして、この歯車部４１の上層部に形成された台座部４２の板面上には、ボルトピンＱ
ｂが固定設置されている。このボルトピンＱｂは、固定プレート２０に形成された板厚方
向に貫通した長孔２２内に下面側から挿通されており、その先端部がナットＲｂに締結さ
れている。ここで、長孔２２は、固定プレート２０と大ギヤ３０との連結点であるボルト
ピンＱａと、固定プレート２０と小ギヤ４０との連結点であるボルトピンＱｂと、を結ぶ
直線方向に延びる形状に形成されている。これにより、固定プレート２０が、小ギヤ４０
に対して回動可能で、かつ、ボルトピンＱｂが長孔２２の孔形状に沿ってスライド移動可
能とされる範囲内においてボルトピンＱｂに対して相対移動可能な構成となっている。
【００１７】
　ここで、図３には、上述した大ギヤ３０及び小ギヤ４０と固定プレート２０との各連結
点であるボルトピンＱａ，Ｑｂの配置関係が平面視によって分かり易く示されている。同
図に示されるように、シート本体１が旋回方向に回動操作される前の常時は、各ボルトピ
ンＱａ，Ｑｂは互いに前後方向に真っ直ぐに並んだ配置関係となっている。詳しくは、各
ボルトピンＱａ，Ｑｂは、大ギヤ３０や小ギヤ４０の各回転中心軸（ボルトピンＰａ，Ｐ
ｂ）に対して図示左上側の領域内に配置されている。
　ここで、各ボルトピンＱａ，Ｑｂは、それらの大ギヤ３０或いは小ギヤ４０の回転中心
軸（ボルトピンＰａ，Ｐｂ）に対する半径方向及び周方向の相対的な寸法位置関係が互い
に異なるように設定されている。詳しくは、ボルトピンＱａの大ギヤ３０の回転中心軸（
ボルトピンＰａ）からの半径方向の離間寸法は、ボルトピンＱｂの小ギヤ４０の回転中心
軸（ボルトピンＰｂ）からの離間寸法よりも大きく設定されている。そして、ボルトピン
Ｑａの大ギヤ３０の回転中心軸（ボルトピンＰａ）に対する周方向の相対位置は、ボルト
ピンＱｂの小ギヤ４０の回転中心軸（ボルトピンＰｂ）に対する周方向の相対位置とは異
なる位置に設定されている。
【００１８】
　したがって、この図３に示された位置状態から、シート本体１に着座した着座者が乗降
ドア側となる車両外側（図示左側）に体を振ると、大ギヤ３０は図示反時計回り方向に回
動し、小ギヤ４０は時計回り方向に回動する。これにより、図４に示されるように、大ギ
ヤ３０との連結点であるボルトピンＱａが図示左斜め下方に移送される一方で、小ギヤ４
０との連結点であるボルトピンＱｂが図示右斜め上方に移送される。これにより、固定プ
レート２０が、全体として図示反時計回りの旋回方向に回動した状態となる。
　このとき、固定プレート２０が旋回回転する動きに伴なって、各ボルトピンＱａ，Ｑｂ
の連結点間寸法は小さくなる。しかし、この連結点間寸法の変化は、ボルトピンＱｂが長
孔２２内をスライド移動する動きによって吸収される。これにより、固定プレート２０は
、角度変動の大きい小ギヤ４０との連結点が前後方向に移動する動きを吸収しながら、角
度変動の小さい大ギヤ３０との連結点を基点に旋回回転する。したがって、シート本体１
は、この固定プレート２０が旋回回転する動きを受けて、その前部を車両外側となる図示
左方向に振り動かすかたちで旋回回転する。なお、シート本体１は、着座者が車両内側（
図示右側）に体を振り戻すことにより、図３に示されている車両正面を向いた元の姿勢状
態に戻されるようになっている。
【００１９】
　そして、シート本体１が図３に示されている車両正面を向いた状態から、着座者が車両
内側となる図示右側に体を振ると、大ギヤ３０は図示時計回り方向に回動し、小ギヤ４０
は反時計回り方向に回動する。これにより、図５に示されるように、大ギヤ３０との連結
点であるボルトピンＱａが図示右斜め上方に移送される一方で、小ギヤ４０との連結点で
あるボルトピンＱｂが図示下方に移送される。これにより、固定プレート２０が、全体と
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して図示時計回りの旋回方向に回動した状態となる。
　このとき、固定プレート２０が旋回回転する動きに伴なって、各ボルトピンＱａ，Ｑｂ
の連結点間寸法は大きくなる。しかし、この連結点間寸法の変化は、前述したようにボル
トピンＱｂが長孔２２内をスライド移動する動きによって吸収される。これにより、固定
プレート２０は、角度変動の大きい小ギヤ４０との連結点が前後方向に移動する動きを吸
収しながら、角度変動の小さい大ギヤ３０との連結点を基点に旋回回転する。したがって
、シート本体１は、この固定プレート２０が旋回回転する動きを受けて、その前部を車両
内側となる図示右方向（幅方向の一方）に振るかたちで旋回回転する。
【００２０】
　そして、このシート本体１が車両内側に向けられた状態から、着座者が更に車両内側と
なる図示右側に体を振ると、大ギヤ３０は更に図示時計回り方向に回動し、小ギヤ４０は
更に反時計回り方向に回動する。これにより、図６に示されるように、大ギヤ３０との連
結点であるボルトピンＱａが、大ギヤ３０の回転中心の図示上側の領域を経由して円弧を
描きながら図示右方に移送される。そして、小ギヤ４０との連結点であるボルトピンＱｂ
は、小ギヤ４０の回転中心の図示下側の領域を経由して図示右方に大きく移送され、上記
した図示右方に移動したボルトピンＱａと前後方向に真っ直ぐに並んだ配置状態となる。
　これにより、シート本体１は、この固定プレート２０が旋回回転する動きを受けて、そ
の前部を更に車両内側となる図示右方向に振り動かすと共に、その後部を前部と並ぶ幅方
向の位置まで大きく振り動かす。これにより、シート本体１は、その姿勢向きを再び車両
正面に向け直すかたちで全体を車両内側（図示右側）にスライド移動させた状態となる。
　なお、シート本体１は、着座者が車両外側（図示左側）に体を振り戻すことにより、図
３に示されている幅方向にスライド移動する前の車両正面を向いた元の姿勢状態に戻され
るようになっている。
【００２１】
　ここで、図２に戻って、ベースプレート１０の四隅には、それぞれ異なる形状に湾曲し
た長孔１３ａ～１３ｄが板厚方向に貫通して形成されている。そして、これら長孔１３ａ
～１３ｄにはボルトピンＴａ～Ｔｄがそれぞれ下面側から挿通されており、各ボルトピン
Ｔａ～Ｔｄの挿通された先端部は前述した固定プレート２０上に固定設置されたナットＳ
ａ～Ｓｄにそれぞれ締結されている。
　これらボルトピンＴａ～Ｔｄは、シート本体１をベースプレート１０上から剥離しない
ように保持しており、シート本体１が旋回回転したり幅方向に移動したりする動きに伴な
って各長孔１３ａ～１３ｄ内をスライド移動するようになっている。なお、各長孔１３ａ
～１３ｄは、図３～図６に示されるように、シート本体１が旋回回転する動きに対して、
各ボルトピンＴａ～Ｔｄをそれらの孔形状に沿ってスライド移動させることのできる形状
に形成されている。これにより、シート本体１の旋回回転する動きが阻害されないように
なっている。
【００２２】
　次いで、ロック部材５０の構成について説明する。すなわち、ロック部材５０は、ベー
スプレート１０上に固定設置されたピンＰｃによって、ベースプレート１０上に回動可能
に軸支連結されている。このロック部材５０は、図３に示されるように、前述した大ギヤ
３０の外歯３１Ｇに噛合可能な歯部５１を有して形成されている。
　そして、ロック部材５０は、ベースプレート１０との間に掛着された引張バネＢの附勢
力によって、常時は、大ギヤ３０に噛合して大ギヤ３０の回動をロックした状態に保持さ
れている。ここで、引張バネＢは、その一端がベースプレート１０に突出形成されたバネ
掛部１１に掛着されており、他端がロック部材５０に突出形成されたバネ掛部５２に掛着
されている。
　そして、このロック部材５０には、前述したシート本体１に設けられた図示しない操作
部材と繋がれた操作ケーブル６０がそれぞれ掛着されている。この操作ケーブル６０は、
管状のアウター部材６１の内部に線状のインナー部材６２が挿通された２重構造となって
おり、操作部材の解除操作を行うことによってインナー部材６２が牽引操作されるように
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なっている。
【００２３】
　ここで、操作ケーブル６０は、インナー部材６２の端部がロック部材５０に突出形成さ
れたケーブル掛部５３に回動可能に軸支連結されて掛着されている。そして、アウター部
材６１の端部は、ベースプレート１０に一体的に形成されたケーブル掛部１２に掛着され
て固定されている。
　上記構成の操作ケーブル６０は、図４や図５に示されるように、操作部材（図示省略）
が解除操作されることにより、インナー部材６２が牽引操作されてロック部材５０を引張
バネＢの附勢に抗した回動方向に引き込む。これにより、ロック部材５０を大ギヤ３０と
の噛合状態から外して、大ギヤ３０の回転ロックした状態を解除することができる。
　なお、本実施例の使用方法については、前述したロック部材５０を解除操作してシート
本体１を車両の内外方に旋回回転させる動きによって説明されているため、省略する。
【００２４】
　このように、本実施例の乗り物用シートによれば、連動回転可能に互いに噛合状態で設
けられた大ギヤ３０及び小ギヤ４０に対し、各回転中心軸に対する半径方向或いは周方向
の相対的な寸法位置関係が互いに相異するように固定プレート２０をそれぞれ連結した構
成としたことにより、シート本体１をフロア面Ｆに対して幅方向に移動させる機構を用い
て、シート本体１を旋回方向に回転移動させてその着座姿勢の向きを変えられるようにす
ることができる。
　更に、大ギヤ３０及び小ギヤ４０として互いのピッチ円径を相異させたことにより、固
定プレート２０との各連結点をそれぞれ前後方向や幅方向に異なる動きで運動させること
ができる。
　更に、固定プレート２０に形成した長孔２２により、ピッチ円径の小さい小ギヤ４０が
固定プレート２０との連結点を速い角速度で小刻みに前後移動させる動きを吸収すること
ができ、シート本体１を滑らかに旋回回転させたり幅方向に移動させたりすることができ
る。
　更に、大ギヤ３０及び小ギヤ４０を連動回転させる一連の操作によってシート本体１を
車両内側の旋回方向に回転移動させた状態と車両内側に移動させた状態とに切換えること
ができるため、かかる操作を簡便に行うことができる。
【００２５】
　以上、本発明の実施形態を１つの実施例について説明したが、本発明は上記実施例のほ
か各種の形態で実施できるものである。
　例えば、上記実施例で示したシート本体を旋回回転させる機構は、自動車等車両以外に
も、航空機や船舶等の乗り物用のシートにも適用することができる。
　また、シート本体を回転操作する手段として、大ギヤ（歯車部材）の回転ロック状態を
手動操作によって解除して、着座者が体を左右に振ることでシート本体を回転移動させら
れるようにした構成を示したが、この操作手段は特に限定されない。例えば、スイッチの
切換え操作によって大ギヤや小ギヤを電動で駆動回転させるような構成にしてもよい。ま
た、大ギヤの回転をロック解除する構成を示したが、小ギヤの回転をロック解除するよう
に構成してもよい。また、大ギヤと小ギヤとの双方にロック解除を行う機構をそれぞれ配
して、これらを一斉にロック解除操作する構成としてもよい。また、大ギヤに歯を噛合さ
せて回転をロックする構成を示したが、大ギヤの周方向の一部に溝を設けて、この溝に爪
を嵌め込んだり抜いたりするロック構造を採用することもできる。但し、この場合には、
シート本体を内外転させたり幅方向に移動させたりした各位置で大ギヤの回転をロックで
きるように、大ギヤのこれらに対応した周方向の複数箇所に溝を設けなければならないこ
とに留意が必要である。
　また、シート本体が車両外側に回転移動する際に車両後方側に移動する構成を示したが
、車両内側に回転移動する際に車両後方側に移動するように構成してもよい。また、シー
ト本体が車両内側ではなく車両外側にスライド移動する構成としてもよい。
　また、固定プレート（シート支持部材）と小ギヤとの連結点に長孔を形成した例を示し
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たが、大ギヤとの連結点に長孔を形成したものであってもよい。
　また、大ギヤが前側に、小ギヤが大ギヤの後側にそれぞれ配設された構成を示したが、
この配設位置が逆転した構成であってもよい。また、各歯車部材のピッチ円径は互いに同
じ大きさに設定されていてもよい。また、各歯車部材が幅方向に並べられた構成となって
いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】実施例１の乗り物用シートの概略構成を表した斜視図である。
【図２】乗り物用シートの分解斜視図である。
【図３】シート本体が幅方向に移動操作される前の通常位置にある状態を表した模式図で
ある。
【図４】シート本体が車両外側に向けられた状態を表した模式図である。
【図５】シート本体が車両内側に向けられた状態を表した模式図である。
【図６】シート本体が車両内側にスライド移動した状態を表した模式図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１　　　シート本体
　２　　　シートバック
　３　　　シートクッション
　４　　　ヘッドレスト
　５　　　旋回機構
　１０　　ベースプレート（支持ベース）
　１１　　バネ掛部
　１２　　ケーブル掛部
　１３ａ～１３ｄ　長孔
　Ｐａ，Ｐｂ　ボルトピン
　Ｐｃ　　ピン
　Ｔａ～Ｔｄ　ボルトピン
　２０　　固定プレート（シート支持部材）
　２１　　孔
　２２　　長孔
　Ｓａ～Ｓｄ　ナット
　Ｒａ，Ｒｂ　ナット
　３０　　大ギヤ（第１の歯車部材）
　３１Ｇ　外歯
　Ｑａ　　ボルトピン
　Ｏａ　　ナット
　４０　　小ギヤ（第２の歯車部材）
　４１　　歯車部
　４１Ｇ　外歯
　４２　　台座部
　Ｑｂ　　ボルトピン
　Ｏｂ　　ナット
　５０　　ロック部材
　５１　　歯部
　５２　　バネ掛部
　５３　　ケーブル掛部
　６０　　操作ケーブル
　６１　　アウター部材
　６２　　インナー部材
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　Ｆ　　　フロア面
　Ｂ　　　引張バネ
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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